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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 呂 鉉旭 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、様々な元素ブロックに重合性官能基を導入するための分子設計から、合成
手法、高分子化のための重合方法など合成的考察およびそれによる機能化戦略、さらに
元素ブロックを基盤とした高分子の特性評価、特に元素ブロックに由来する独特な光学
特性に関する研究についてまとめたものであり、得られた主な成果は次の通りである。 
第１章から第４章においてまとめられているカルドフルオレンを元素ブロックの修
飾基盤とした光アンテナの研究では、カルドフルオレン環とカルド部位に修飾した色素
の共役系が独立することを初めて実証した。その知見をもとに BODIPY 色素を修飾した
様々なカルドフルオレン誘導体を合成し、色素間のエネルギー移動挙動を調査し、それ
を調節することで光アンテナの光学特性を向上することに成功した。BODIPY をエネル
ギー移動の供給・受容体両方で用い、発光波長調節や強度増幅に成功した。 
第５章から第６章にてまとめられている元素ブロック修飾カルドフルオレンのオリ
ゴマーに関する研究では、エネルギー移動理論を考慮した分子設計を行い、フルオレン
励起子の有効拡散距離について調査した。フルオレン環の励起子は７枚未満で非局在化
することを見出し、この知見の上で光アンテナを駆動させ、エネルギー移動による集約
効果を起こして二色発光や高輝度燐光発光材料を得ることに成功した。 
第７章にまとめられている五配位ケイ素錯体を元素ブロックとして共役系主鎖に導
入した高分子に関する研究では、ベンゾ[h]キノリンリガンドを用いて五配位ケイ素を
安定化し、様々な電子状態を有するコモノマーと重合することで、電子状態により変化
する光学特性を持つ高分子を報告した。独特な特徴として五配位ケイ素を介した共役系
の拡張が観察されるなど特殊な特性を見出すことに成功した。 
第８章にまとめられているペンタアザフェナレン含有元素ブロック高分子の研究で
は、アザフェナレン部位を有し、有機溶媒に可溶な高分子を初めて報告した。分子設計
の上、重合性官能基をフェナレン環にメタ置換することができ、それを介して共役系が
拡張するという元素ブロック由来の特殊共役系の構築が可能であることを示した。 
第９章から第１０章にまとめられている光学材料用ポリイミドに関する研究では、硫
黄やフッ素など元素ブロック固有の特性を活かすことで独特な光学特性を達成できる
ことを示した。硫黄元素ブロック含有ポリイミドでは高屈折・低複屈折、フッ素元素ブ
ロック含有ポリイミドでは低屈折・低複屈折・高透明な優れた光学材料を開発した。 
本論文は、新たな機能性材料として元素ブロックを基盤とした高分子に焦点をあて、
分子設計から合成、および元素ブロックの特性に由来する光学特性を評価している。開
発した材料は独特な元素ブロック固有の性質を示し、ここから得られた知見は材料化学
および有機・無機化学の分野に学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、
本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年２月
２３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。な
お、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
